
ご
挨
拶

新
潟
支
部
長

上
杉

肇

支
部
長
を
お
引
き
受
け
し
５

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

の
行
事
も
、
副
支
部
長
、
役
員

を
始
め
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
中
心
と
な
っ
て
ご
活
躍

い
た
だ
い
た
事
務
局
長
の
横
尾
先
生
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
６
月
に
母
校
で
行
わ
れ
た
支
部
長
会
で
は
、

理
窓
会
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
大
学
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
統
合
し
情
報
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
と
、
支
部
に

個
人
情
報
取
扱
責
任
者
を
置
き
、
個
人
情
報
を
適
正

に
管
理
し
取
り
扱
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
次

に
、
支
部
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
青
森
、
神
奈
川
、

新
潟
、
和
歌
山
の
４
支
部
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

新
潟
支
部
の
報
告
で
は
、
支
部
総
会
や
父
母
会
と
の

連
携
、
会
報
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
課

題
と
し
て
は
、
把
握
会
員
数
の
減
少
と
総
会
参
加
者

数
の
伸
び
悩
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
支
部
の
活
性
化

は
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
ど
の
支
部
も
同
じ
よ
う
に

悩
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
積
極
的
な
活
動

を
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
し
た
。
青
森
支
部
は
自
分

た
ち
が
主
催
し
て
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
を
開
催
し
、
子

ど
も
た
ち
に
科
学
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

和
歌
山
支
部
は
月
１
回
の
交
流
会
（
花
見
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
）
を
行
い
、
毎
回
で
な
く

て
も
ど
こ
か
で
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
い
う
参

加
し
や
す
い
雰
囲
気
作
り
に
努
め
て
い
ま
し
た
。
新

潟
支
部
で
も
何
か
で
き
な
い
か
考
え
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
代
議
員
総
会
で
は
、
会
務
報

告
、
決
算
報
告
、
事
業
計
画
、
予
算
案
、
会
則
改
正

な
ど
の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
山
理

事
長
の
挨
拶
の
中
の
「
東
京
理
科
大
学
の
現
状
と
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
話
で
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
新
学
部
の
創
設
と
学
部
・
学
科
の
再
編
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
多
様
性
の
あ
る
キ
ャ
ン

パ
ス
の
創
設
、
人
生
１
０
０
年
時
代
に
向
け
た
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
（
社
会
人
教
育
）
の
充
実
の
３
つ
に
取

り
組
む
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
長
万
部
校
舎
の
利

用
を
停
止
し
た
り
、
薬
学
部
を
葛
飾
校
舎
に
移
し
た

り
、
国
際
デ
ザ
イ
ン
経
営
学
科
を
設
置
し
た
り
と
大

き
な
変
化
が
あ
る
そ
う
で
す
。
増
渕
会
長
の
挨
拶
で

は
、
支
部
活
動
の
活
性
化
応
援
を
し
た
い
こ
と
と
、

大
学
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
足
を
引
っ
張

ら
ず
に
応
援
し
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

母
校
は
こ
れ
か
ら
も
順
調
に
発
展
し
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
。
我
々
新
潟
支
部
と
し
て
は
、
支
部
活

動
を
活
性
化
す
る
こ
と
と
、
支
部
の
会
員
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
躍
す
る
こ
と
が
、
母
校
支
援
の
第
一

歩
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
一
番
に
総
会
の
参

加
者
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
部
会
員
の
皆

様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近
況
報
告

Ｈ
４
理
・
数

池
田
繁
人

平
成
四
年
卒
に
な
り
ま
す
。
卒
業
し
て
か
ら
二
十

五
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。
年
賀
状
で
し
か
連
絡
の

や
り
取
り
が
な
か
っ
た
大
学
当
時
の
仲
間
と
、
夏
休

み
を
利
用
し
て
会
っ
て
み
よ
う
か
と
計
画
し
た
矢
先

に
、
こ
の
近
況
報
告
の
依
頼
が
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

何
か
因
縁
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

卒
業
し
て
す
ぐ
に
新
潟
県
の
中
学
校
教
員
と
し
て

採
用
さ
れ
、
現
在
、
十
日
町
市
立
下
条
中
学
校
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
各
学
年
一
ク
ラ
ス
、
数
学
教
員
一

人
と
い
う
初
め
て
の
状
況
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
状

態
で
す
。
ま
た
、
市
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
教
員
と
し
て

今
年
、
来
年
と
研
修
三
昧
に
な
り
そ
う
で
す
。
数
学

教
員
で
あ
り
な
が
ら
、
数
学
の
研
修
を
避
け
て
き
た

つ
け
が
今
、
や
っ
て
き
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
妻
一
人
、
子
ど
も
二
人
に

父
、
母
と
三
世
代
六
人
家
族
で
す
。
我
が
子
に
イ
ラ

イ
ラ
せ
ず
算
数
を
教
え
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
ま
だ

小
学
校
低
学
年
の
子
ど
も
で
す
が
、
近
い
将
来
に
神

楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
連
れ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｓ

理
学
部
物
理
学
科
卒
の
石
田
哲
彌
氏
が
曹
同

42

宗
特
別
奨
励
賞
（
全
国
表
彰
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

石
田
氏
は
瑞
雲
寺
の
住
職
を
務
め
る
と
と
も
に
、

県
立
高
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
石
仏

を
研
究
さ
れ
、
「
石
仏
学
入
門
」
「
越
後
・
佐
渡
の
石

仏
」
等
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
算
額
研
究
に

も
励
ん
で
お
ら
れ
、
「
秋
葉
神
社
の
算
額
」
の
著
作
が

あ
り
ま
す
。
。
私
も
一
緒
に
算
額
に
挑
戦
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
「
茶
席
の
禅
語
講
座
」
は

の
40

項
目
か
ら
成
り
、
「
和
敬
清
寂
」
の
項
で
は
『
一
見
、

分
野
が
異
な
る
と
思
え
る
数
学
の
世
界
に
お
い
て
も

「
和
敬
清
寂
（
静
寂
）
を
も
の
の
見
事
に
表
現
し
て

い
る
等
式
が
存
在
し
て
い
た
」
。
奇
跡
と
し
か
い
い
よ

う
が
な
い
。
「e π

i+
1
=
0

と
い
う
大
数
学
者
、
オ
イ
ラ

ー
が
見
い
だ
し
た
式
で
あ
る
。
』
と
語
り
、
対
数
・
虚

数
・
複
素
空
間
へ
語
り
は
進
み
、
円
周
率
を
「
は
ね

っ
か
え
り
の
お
て
ん
ば
娘
」
と
言
い
の
け
、
オ
イ
ラ

ー
に
つ
い
て
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ

ば
手
に
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
（
事
務
局

横
尾
則
幸
）

著

名

茶
席
の
禅
語

講
座

著

者

石
田
哲
彌

発
行
所

考
古
堂

定

価

２
０
０
０
円
＋
税

発
行
日

令
和
元
年
５
月

日
３０

第３３号 に い が た り そ う 令和２年３月 (1)

第33号

発行所

県支部

事務局

情
報
提
供
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
務
局
で
は
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
何
で
も
結
構
で
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
へ
の
お
知
ら
せ
で
もO

K

で

す
。
裏
面
の
連
絡
先
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。



◇
新
潟
支
部
総
会
◇

令
和
元
年
９
月

日(

土)

理
窓
会
新
潟
支
部
総
会

28

が
新
潟
地
区
幹
事
の
お
骨
折
り
に
よ
り
、
じ
ょ
い
あ

す
新
潟
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で
の
議
事

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
述
の
通
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
こ
と
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

今
回
は
、
東
京
理

科
大
学
教
育
支
援
機

構
教
職
教
育
セ
ン
タ

ー

准
教
授

興
治

文
子
様
か
ら
『
物
理

教
育
の
現
状
と
今
後

の
展
望
』
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
年
度
は
松

本
洋
一
郎
東
京
理
科

大
学
学
長
を
お
迎
え

し
て
９
月

日
（
土
）

１２

新
潟
駅
近
辺
で
開
催

し
ま
す
。
ふ
る
っ
て

参
加
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

以
下
に
主
な
議
事
を
掲
載
し
ま
す
。

１

役
員
改
選

支

部

長

上
杉

肇

副
支
部
長

水
嶌
繁
満

佐
藤
茂
樹

上
野
順
治

志
田
重
道

山
田
亮
一

森

知
之

中
田
亮
一

鷲
尾
雄
慈

佐
藤
弘
之

中
尾
慶
一

山
崎
智
史

五
十
嵐
喜
代
春

加
藤
幹
男

地
区
幹
事

令
和
元
年
度
版
名
簿
に
記
載

県

幹

事

令
和
元
年
度
版
名
簿
に
記
載

顧

問

令
和
元
年
度
版
名
簿
に
記
載

２

平
成

年
度
事
業
報
告

30

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月
７
日

万
代
市
民
会
館

名
14

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

７
月

日

新
潟
東
映
ホ
テ
ル

28

支
部
長･

顧
問･

副
支
部
長･

県
幹
事
長

計
６
名
出
席

・
支
部
総
会
開
催

８
月

日

高
陽
荘

名

18

19

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
研
修
旅
行
参
加

月

日

う
み
が
た
り
・
上
越
市
埋
蔵
文

10

14

化
財
セ
ン
タ
ー
・
フ
ォ
ッ
サ
マ

グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

５
名

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

３
月
３
日

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

３
名

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版

サ
イ
ズ

頁)

A4

24

８
月

日

部

18

19

３
月

日

部

12

69

・
会
報
「
新
潟
理
窓

号
」
発
行

32

Ｈ

年
３
月

日

サ
イ
ズ
２
頁

部

31

12

A4

494

３

平
成

・
令
和
元
年
度
事
業
計
画

31

・
支
部
役
員
会
開
催

７
月

日

万
代
市
民
会
館

名

13

14

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
総
会
参
加

６
月

日

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

30

ル

支
部
長･

顧
問･

･

県
幹
事
長
計

４
名

・
支
部
総
会
開
催

９
月

日

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

名

28

34

・
こ
う
よ
う
会
新
潟
支
部
事
業
講
演
会
参
加

月

日

じ
ょ
い
あ
す
新
潟
会
館

４
名

11

23

・
会
員
名
簿
発
行(

８
月
版

サ
イ
ズ

頁)
A4

24

９
月

日

部

28

34

３
月

約

部
70

・
会
報
「
新
潟
理
窓
」
発
行

３
月

サ
イ
ズ
２
頁
約

部

A4

600

４

平
成

年
度
会
計
収
支
決
算
◇

30

○
収
入
の
部

繰
越
金

４
１
２
，
７
２
２
円

会
費

１
２
２
，
４
４
０
円

本
部
補
助

１
２
１
，
０
０
０
円

雑
収
入

１
０
，
７
４
６
円

合
計

６
６
６
，
９
０
８
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

１
０
３
，
８
５
３
円

会
議
費

１
，
０
４
０
円

支
部
還
元
金

４
，
８
０
０
円

名
簿
・
会
報

２
２
，
４
４
０
円

送
料

５
０
，
８
５
３
円

事
務
用
品

２
９
，
７
７
８
円

合
計

２
１
７
，
３
６
２
円

５

平
成

・
令
和
元
年
度
会
計
予
算
◇

31

○
収
入
の
部

繰
越
金

４
４
９
，
５
４
６
円

会
費

９
０
，
０
０
０
円

本
部
補
助

１
０
１
，
０
０
０
円

雑
収
入

５
４
円

合
計

６
４
０
，
６
０
０
円

○
支
出
の
部

支
部
総
会
補
助

８
５
，
０
０
０
円

会
議
費

２
０
，
０
０
０
円

支
部
還
元
金

０
円

名
簿
・
会
報

４
０
，
０
０
０
円

送
料

１
１
４
，
４
０
０
円

事
務
用
品

１
０
，
０
０
０
円

予
備
費

３
７
１
，
２
０
０
円

合
計

６
４
０
，
６
０
０
円

◇
事
務
局
か
ら
の
連
絡
◇

①
支
部
会
費
に
つ
い
て

年
会
費
は
、
１
０
０
０
円
で
す
。
総
会
参
加

時
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。
総
会
欠
席
の
場
合
は
、

同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。

②
名
簿
に
つ
い
て

支
部
会
費
納
入
確
認
後
該
当
者
に
送
付
い
た

し
ま
す
。

③
事
務
局
連
絡
先

加
茂
市
大
郷
町
１－

６－

横
尾
則
幸

16
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第３３号 に い が た り そ う 令和２年３月 (2)


